
～相模原ライオンズクラブに対し防衛講話を実施～
相
模
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
「
国
防
と
い
う
重
要
な
任
務
を
持
つ
、
自
衛
隊
の
職
業
を
知
り

し
た
。
本
講
話
は
、「
自
衛
隊
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
自
衛
隊
側
の
所
要
と
、

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１
等
海
佐　

夏
井　

隆
）
は
、
１
２
月
８
日
（
日
）
ラ
・

ポ
ー
ル
千
寿
閣
（
相
模
原
市
）
に
お
い
て
相
模
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
対
し
防
衛
講
話
を
実
施

た
い
」
と
の
要
望
か
ら
実
現
し
た
。

参
加
者
は
、
相
模
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
及
び
そ
の
家
族
中
高
生
を
含
む
４
９
名
が
参

加
し
た
。

講
話
で
は
、「
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ
の
中
で
海
洋
に
お
け
る
防
衛
等
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
で
は
得
ら
れ
な
い
海
上
自
衛
隊
の
活
動
状
況
な
ど
多
く
の
写
真
を
使

い
、
防
衛
態
勢
等
に
つ
い
て
中
高
生
に
も
分
か
り
易
い
説
明
が
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

様
な
任
務
・
職
種
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
あ
っ
た
職
種
が
多
く
あ
る
こ
と
に
参
加
者
は

驚
い
て
い
た
。

講
話
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
会
員
及
び
中
高
生
か
ら
「
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」「
次

回
も
是
非
実
施
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
で
は
、「
今
後
も
神
奈
川
県
家
族
会
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
募
集
を
始
め
諸
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

特
に
、
自
衛
隊
の
組
織
は
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
対
応
で
き
る
能
力
を
保
持
す
る
た
め
の
多
種
多

体験談等を発表する支援隊員

＜吉田様（左）石原様（中）長谷川様（右）＞

合格者家族懇談会について
こ
の
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
事
で
、
対
象
者
の
家
族
を
含
め
て
親
交
を

を
対
象
と
し
た
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

信
國
２
陸
尉
）
は
、
令
和
元
年
１
２
月
８
日

（
日
）
小
田
原
市
栄
町
公
民
館
に
お
い
て
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
合
格
者
及
び
そ
の
ご
家
族

深
め
る
と
と
も
に
、
入
隊
へ
の
不
安
を
取
り
除
き
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。当

日
は
、
合
格
者
８
名
、
ご
家
族
８
名
の
計
１
６
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

は
じ
め
に
広
報
官
に
よ
り
「
着
隊
ま
で
の
手
続
き
等
に
関
す
る
事
項
」「
入
隊
後
の
教
育
訓
練
、
部
隊

配
置
に
関
す
る
事
項
」
及
び
「
着
隊
ま
で
に
注
意
す
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
説
明
を
実
施
し
た
後
、
平
成

３
名
に
よ
り
、
試
験
合
格
か
ら
部
隊
配
置
ま
で
の
心
情
や
現
在
ま
で
の
体
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
小
田
原
地
区
家
族
会
会
員
石
原
様
、
吉
田
様
、
長
谷
川
様
の
３
名
に
よ
る
、
保
護
者
と
し
て
ご

子
息
を
入
隊
さ
せ
た
時
の
心
情
や
入
隊
後
の
成
長
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
合
格
者
、
ご
家
族
か
ら
は
「
息
子
が
自
衛
隊
に
合
格
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
等

に
関
し
て
知
る
機
会
が
な
く
不
安
で
し
た
が
、
懇
談
会
に
参
加
し
て
色
々
と
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
て
良

集
活
動
に
つ
な
が
る
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
勤
務
の
励
み
と
な
っ
た
。

り
な
が
ら
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
自
衛
官
募
集
に
つ
な
げ
て
い
き
た

小
田
原
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
募
集
活
動
を
各
協
力
者
、
各
部
隊
と
の
連
携
を
図

ま
た
、
支
援
隊
員
の
各
部
隊
に
お
け
る
活
躍
と
成
長
し
た
姿
に
地
域
事
務
所
一
同
、
募
集
活
動
の
成
果

か
っ
た
」「
入
隊
か
ら
職
種
・
勤
務
地
が
決
定
す
る
ま
で
の
流
れ
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
今
後
の
募

い
」
と
し
て
い
る
。

＜日吉１士（左）齋藤２士（中）遠藤１士（右）＞

体験談等を発表する家族会員

３
１
年
４
月
に
小
田
原
地
区
か
ら
入
隊
し
た
齋
藤
渚
颯
２
等
海
士
（
護
衛
艦
「
お
お
な
み
」
所
属
）、
遠

さ
い
と
う
な
ぎ
さ

え
ん

ど
う
た
つ
き

藤
樹
１
等
陸
士
（
第
３
４
普
通
科
連
隊
所
属
）、
日
吉
健
悟
１
等
陸
士
（
第
１
２
対
戦
車
中
隊
所
属
）
の

ひ
よ
し
け
ん
ご


